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生
き
て
い
く
力
を

身
に
つ
け
る

介
護
職
員
の
育
成
に
も

力
を
入
れ
る

共
生
社
会
を

実
現
す
る
た
め
に
は

第
十
七
回
北
九
州
市
障
害
福
祉
団
体
連
絡
協
議
会
定
期
総
会
開
催

公
的
介
護
保
険
の

現
状
と
今
後
に
つ
い
て
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六
月
七
日
（
土
）
九
時
三
十
分
か
ら
、
ウ
エ
ル
と
ば
た
八
階
会
議
室
で
北
九
州
市

障
害
福
祉
団
体
連
絡
協
議
会
（
以
下
障
団
連
）
の
第
十
七
回
定
期
総
会
が
行
わ
れ
、

「
さ
わ
や
か
」
か
ら
四
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

事
務
局
よ
り
お
盆
休
み
の
お
知
ら
せ

北九州市障害者福祉団体連絡協議会

会長 北原　守氏

北橋健治　北九州市長

  

　
初
め
に
障
団
連
の
中
島
和
子

事
務
局
次
長
か
ら
開
会
宣
言
が

あ
り
ま
し
た
。

　
続
い
て
北
原
守
会
長
は
、
「
今
、

考
え
て
い
る
事
は
共
生
社
会
の

実
現
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
私
達
の
活
動
も

共
生
社
会
を
目
指
し
て
、
私
達

が
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い

く
の
か
を
考
え
て
い
く
事
が
大

切
だ
と
思
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
色
々
な
支

援
の
力
と
生
き
て
い
く
力
を
身

に
つ
け
て
私
達
が
生
き
て
い
く

事
を
困
難
に
し
て
い
る
社
会
の

壁
を
乗
り
越
え
て
い
く
事
が
大

切
だ
と
思
い
ま
す
」
と
挨
拶
さ

れ
ま
し
た
。

　
次
に
北
橋
健
治
北
九
州
市
長

を
は
じ
め
、
北
九
州
市
議
会
の

桂
茂
実
副
議
長
・
北
九
州
市
民

生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
の
小

川
守
盛
会
長
・
北
九
州
市
社
会

福
祉
協
議
会
の
火
箱
要
総
務
部

長
か
ら
来
賓
の
祝
辞
が
あ
り
ま

し
た
。

　
北
橋
市
長
は
、
「
日
頃
か
ら

皆
様
方
が
障
害
福
祉
を
高
め
る

た
め
の
様
々
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
収
穫
を
担
っ
て
い
た
だ
き
、

福
祉
向
上
の
た
め
の
活
動
や
啓

発
の
先
頭
に
立
っ
て
、
ご
活
躍

を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
共
生
社
会
を
実
現
す

る
た
め
に
は
、
時
に
は
様
々
な

困
難
が
あ
り
、
道
の
り
は
時
に

は
長
さ
を
感
じ
る
時
も
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
障
団
連
の
皆
様
に
色
々

な
激
励
を
い
た
だ
き
、
ま
た
ご

支
援
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な

が
ら
一
歩
ず
つ
進
ん
で
い
る
と

思
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
市
と
し
て
も
皆

様
と
ご
一
緒
に
、
共
生
社
会
に

向
け
て
汗
を
か
い
て
参
り
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
」
と
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。

　
続
い
て
議
長
に
北
九
州
創
声

会
の
織
田
健
氏
が
選
任
さ
れ
ま

し
た
。

　
障
団
連
事
務
局
よ
り
、
加
盟

団
体
三
十
八
団
体
、
出
席
団
体

数
二
十
三
団
体
、
委
任
団
体
数

十
一
団
体
で
、
こ
の
総
会
は
成

立
す
る
旨
、
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
審
議
に
入
り
、
平
成

二
十
五
年
度
事
業
報
告
及
び
決

算
報
告
、
会
計
監
査
報
告
、
平

成
二
十
六
年
度
事
業
計
画
及
び

収
支
予
算
（
案
）
の
報
告
が
あ
り
、

満
場
一
致
を
も
っ
て
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　
今
年
度
は
役
員
改
選
が
行
な

わ
れ
、
新
役
員
と
し
て
『
さ
わ

や
か
』
の
山
田
浩
美
理
事
長
と

北
九
州
市
自
閉
症
協
会
の
伊
野

賢
治
会
長
が
推
薦
さ
れ
、
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　
全
て
の
審
議
が
終
了
し
、
総

会
は
閉
会
し
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
研
修
会
に
入
り
ま

し
た
。

　
講
師
に
北
九
州
市
保
健
福
祉

局
介
護
保
険
課
の
宮
永
敬
市
係

長
と
障
害
福
祉
課
の
山
口
係
長

を
お
迎
え
し
て
『
公
的
介
護
保

険
の
現
状
と
今
後
に
つ
い
て
』

の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
初
め
に
宮
永
係
長
は
、
「
日

本
は
世
界
で
例
に
な
い
ほ
ど
高

齢
化
が
進
行
し
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
だ
け
が
問
題
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
そ
れ
は
認
知
症
の
方
や
六
十

五
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
方
、

夫
婦
二
人
暮
ら
し
の
方
が
増
え

て
い
る
事
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
そ
し
て
現
在
、
介
護
保
険
制

度
を
利
用
し
て
い
る
高
齢
者
が

約
四
五
二
万
人
い
ま
す
が
、
そ

の
う
ち
の
約
二
八
〇
万
人
が
認

知
症
の
方
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
認
知
症
と
は
特
別
な
も
の
で

は
な
く
て
、
誰
も
が
経
験
す
る

可
能
性
が
あ
る
為
に
非
常
に
身

近
に
感
じ
て
も
ら
え
る
と
思
い

ま
す
。

　
ま
た
認
知
症
に
関
わ
ら
ず
、

最
後
ま
で
自
分
ら
し
く
ど
の
よ

う
に
生
き
て
い
く
の
か
が
問
わ

れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
続
い
て
国
で
は
二
〇
二
五
年

で
社
会
保
障
に
係
る
費
用
の
将

来
推
計
に
つ
い
て
調
べ
ま
し
た
。

　
二
〇
二
五
年
に
は
団
塊
世
代

が
七
十
五
歳
に
到
達
す
る
年
で
、

介
護
保
険
を
利
用
し
て
い
る
方

が
現
在
の
一
・
五
倍
に
な
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
に
伴
っ
て
、
介
護
保
険

に
か
か
る
費
用
、
介
護
保
険
料

も
増
え
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
介
護
職
員
の
育
成
に

も
力
を
入
れ
、
職
員
の
数
を
増

や
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
い

か
に
社
会
保
障
を
考
え
て
い
く

の
か
が
大
切
で
す
。

　
　
　
　
　 

（
裏
面
へ
つ
づ
く
）
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地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

介
護
予
防
・
日
常
生
活

支
援
総
合
事
業
と
は

自
立
支
援
給
付
と

適
用
関
係
に
つ
い
て

新しい地域支援事業の全体像

介護給付（要介護１～５）

〈現行〉 〈見直し後〉

介護予防給付
（要支援１～２）

介護給付（要介護１～５）

介護予防給付（要支援１～２）
訪問看護・福祉用具等

訪問介護・通所介護

地
域
支
援
事
業

介護予防事業
又は介護予防・日常生活支援総合事業

○二次予防事業
○一次予防事業

介護予防・日常生活支援総合事業の
場合は、上記のほか、生活支援サー
ビスを含む要支援者向け事業、介護
予防支援事業

新しい介護予防・日常生活支援総合事業
（要支援１～２・それ以外の者）

○介護予防・生活支援サービス事業
 ・訪問型サービス
 ・通所型サービス
 ・生活支援サービス（配食等）
 ・介護予防支援事業（ケアマネジメント）
○一般介護事業

→→→
現行と同様

事業に移行

全市町村で
実施

多
様
化

介護保険制度

（表１）

第
８
回
北
九
州
無
法
松
ツ
ー
デ
ー
マ
ー
チ

生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
る

1020

28

構
築
が
重
要

　
今
年
も
第
八
回
「
義
理
と
人

情
の
北
九
州
無
法
松
ツ
ー
デ
ー

マ
ー
チ
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

「
さ
わ
や
か
あ
る
こ
う
か
い
」

で
は
、
過
去
二
回
参
加
し
て
い

ま
す
。
初
心
者
か
ら
ベ
テ
ラ
ン

の
方
ま
で
色
々
な
コ
ー
ス
が
あ
り
、

自
分
の
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
て
歩

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
皆
様
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ

さ
い
。
申
し
込
み
は
「
さ
わ
や
か
」

事
務
局
ま
で
連
絡
を
く
だ
さ
い
。

　
日
時
は
次
の
通
り
で
す
。

日
に
ち
　
　
９
月
　
日
（
日
）

集
合
場
所
　

　
　
　
小
倉
北
区
勝
山
公
園

コ
ー
ス
　
　
５
キ
ロ
コ
ー
ス

　
　
　
　
　
　
キ
ロ
コ
ー
ス

　
　
　
　
　
　
キ
ロ
コ
ー
ス

　　
尚
、
集
合
時
間
及
び
集
合
場

所
は
コ
ー
ス
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
。

　
各
コ
ー
ス
の
詳
細
に
つ
い
て

は
事
務
局
ま
で
連
絡
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

介
護
保
険
制
度
と
の

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

（
表
面
よ
り
つ
づ
き
）

　
今
回
の
改
正
の
中
で
覚
え
て

お
か
な
い
と
い
け
な
い
事
は
生

活
支
援
で
す
。

　
な
ぜ
か
と
い
う
と
六
十
五
歳

以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
方
や
夫

婦
二
人
暮
ら
し
の
方
が
増
え
て

き
て
、
援
助
を
し
て
く
れ
る
人

が
い
な
い
か
ら
で
す
。
　

　
そ
の
様
な
意
味
で
は
生
活
支

援
を
提
供
し
て
環
境
を
作
っ
て

い
こ
う
と
い
う
の
が
『
地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
』
で
す
。

　
今
後
、
認
知
症
の
高
齢
者
が

増
加
す
る
事
か
ら
地
域
で
の
生

活
を
支
え
る
為
に
も
住
ま
い
・

医
療
・
介
護
・
予
防
・
生
活
支

援
が
一
体
的
に
提
供
さ
れ
る
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築

が
重
要
で
す
。

そ
し
て
介
護
給
付
（
要
介
護
一

～
五
）
と
介
護
予
防
給
付
（
要

支
援
一
・
二
）
が
あ
り
ま
す
。

　
介
護
給
付
の
中
の
介
護
予
防
・

生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
（
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
や
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー

ビ
ス
）
を
介
護
予
防
給
付
か
ら

引
き
放
し
て
、
一
般
介
護
予
防

事
業
と
組
み
合
わ
せ
て
、
新
し

く
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援

総
合
事
業
を
来
年
の
四
月
か
ら

行
な
お
う
と
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
表
１
参
照
）

　
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援

総
合
事
業
と
は
介
護
予
防
・
生

活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
中
の
訪
問

型
サ
ー
ビ
ス
・
通
所
型
サ
ー
ビ
ス
・

生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
か
ら
利
用

者
が
選
ん
で
、
目
標
を
持
っ
て

生
活
し
て
い
く
事
を
い
い
ま
す
。

　
そ
し
て
一
番
の
課
題
が
こ
の

事
業
を
ど
の
様
に
多
様
化
し
て

い
く
の
か
が
重
要
に
な
り
、
元

気
な
方
が
社
会
参
加
や
地
域
で

の
色
々
な
役
割
を
持
つ
事
で
自

分
自
身
が
変
わ
る
と
思
い
ま
す
。

　
介
護
保
険
の
改
正
と
は
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
作
っ
て

い
く
事
で
そ
れ
に
は
様
々
な
用

途
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
ら
を
実

現
が
で
き
る
よ
う
に
目
指
し
て

い
ま
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
質
疑
応
答
に
入
り
ま

し
た
。

　
初
め
に
林
芳
江
常
任
委
員
は
、

「
自
立
支
援
給
付
と
介
護
保
険

制
度
と
の
適
用
関
係
に
つ
い
て

教
え
て
下
さ
い
」
と
質
問
が
あ

り
ま
し
た
。

　
そ
れ
に
対

し
て
山
口
係

長
は
、
「
介

護
保
険
と
の

適
用
関
係
に

つ
き
ま
し
て
は
、

障
害
者
総
合
支
援
法
の
中
で
他

の
法
令
と
の
給
付
に
つ
い
て
調

整
す
る
規
定
が
あ
り
ま
す
。

　
障
害
者
に
つ
い
て
も
ま
た
六

十
五
歳
以
上
の
方
及
び
四
十
歳

以
上
六
十
五
歳
未
満
で
特
定
疾

病
に
よ
っ
て
障
害
が
生
じ
た
場

合
の
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
方
々
に
つ
い
て
、
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
中
で
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス
に
相
当
す
る
場
合
は
、

基
本
的
に
は
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
が
優
先
さ
れ
ま
す
。

　
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
に
相
当

し
な
い
場
合
は
、
障
害
福
祉
サ

ー
ビ
ス
を
そ
の
ま
ま
使
う
事
に

な
り
ま
す
。

　
例
え
ば
同
行
援
護
や
行
動
援
護
、

就
労
移
行
支
援
、
就
労
継
続
支

援
な
ど
に
あ
た
り
ま
す
。

　
ま
た
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

に
は
支
給
限
度
額
の
基
準
が
あ

り
ま
す
。

　
そ
の
基
準
を
使
わ
れ
て
い
る

に
も
関
わ
ら
ず
、
利
用
者
が
も

っ
と
サ
ー
ビ
ス
の
必
要
が
あ
る

と
市
が
判
断
し
た
場
合
に
、
今

ま
で
に
使
っ
て
い
た
サ
ー
ビ
ス

を
超
え
る
部
分
に
つ
い
て
は
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
で
支
援
を
行

い
ま
す
。

　
ま
た
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

事
業
所
が
身
近
に
な
い
場
合
や

利
用
定
員
の
空
き
が
な
い
場
合

に
も
利
用
す
る
事
が
出
来
ま
す
」

と
回
答
さ
れ
ま
し
た
。

　
他
に
も
多
く
の
質
問
が
あ
り
、

丁
寧
に
答
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
研
修
会
は
十
一
時
四
十
分
に

終
了
し
ま
し
た
。


